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ン

タ

ー

日

誌

Ｅ
Ｑ  

覚
え
て
ま
す
か
？

　
　
　
　

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

所
　
長
　
佐
　
藤
　
　
　
保

三
年
生
の
道
徳
の
授
業
で
は
、
自
分
の
責
任
あ
る
行
動

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
た
め
に
、﹁
理
想
の
大
人
﹂
と

い
う
具
体
的
な
視
点
を
設
定
し
、
登
場
人
物
の
行
動
に

お
け
る
課
題
を
論
点
と
し
た
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
桜
岡
中
学
校
）

４
月
１
日　

新
任
所
員
就
任

４
月
12
日　

研
修
講
座
講
師
委
嘱
状
交
付
式

　
　
　
　
　

講
座
内
容
研
究
協
議
会

４
月
13
日　

講
座
受
講
申
込
一
次
締
切
り

４
月
26
日　

パ
ソ
コ
ン
講
座
運
営
委
員
会
議

５
月
９
日　

研
修
講
座
開
始（特

別
支
援
教
育
①
）

５
月
23
日　

パ
ソ
コ
ン
講
座
開
始

（
校
務
の
た
め
の
表
計
算
入
門
）

７
月
２
日　

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
129
号
発
行

※　

毎
週
火
曜
日　

定
例
研
究
室
会
議

※　

随
時　

研
修
講
座
講
師
打
合
せ
会
議

　

古
い
話
で
恐
縮
で
す
が
、
今
か
ら
二
十
年
ほ

ど
前
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、「
Ｅ
Ｑ
」
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
記
憶
に
あ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

��

『
Ｅ
Ｑ
～
こ
こ
ろ
の
知
能
指
数
』①
が
全
米
で

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
日
本
で
も
話
題
に
な

り
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｑ
（Em

otional�Q
uotient

）
と
は
、

Ｉ
Ｑ
（Intelligence�Q

uotient

）
に
対
置
す

る
考
え
方
と
し
て
、
自
制
や
熱
意
、
忍
耐
、
意

欲
、
共
感
と
い
っ
た
心
の
働
き
の
こ
と
の
よ
う

で
す
。

　

話
題
に
な
っ
た
当
時
、
学
生
時
代
に
成
績
の

良
か
っ
た
人
が
必
ず
し
も
社
会
で
活
躍
し
て
い

な
い
例
を
挙
げ
て
、「
出
世
す
る
人
は
Ｉ
Ｑ
よ

り
も
Ｅ
Ｑ
の
方
が
高
い
ん
だ
っ
て
」「
学
校
の

成
績
が
ダ
メ
で
も
、
Ｅ
Ｑ
を
高
め
れ
ば
い
い
ん

だ
っ
て
」
と
い
っ
た
解
釈
で
、
Ｔ
Ｖ
の
バ
ラ
エ

テ
ィ
番
組
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
よ
う
に
記
憶

し
て
い
ま
す
。

����������

＊　
　

＊　
　

＊

��

平
成
二
十
九
年
三
月
に
告
示
さ
れ
た
新
学
習

指
導
要
領
で
は
、
次
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
の

育
成
が
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

(1)
知
識
・
技
能
の
習
得

　

(2)
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成

　

(3)
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
の
涵
養

��

学
校
教
育
法
で
示
さ
れ
て
い
る
学
力
の
三
要

素
に
沿
っ
た
こ
れ
ら
は
、
大
き
く
分
け
て
み
れ

ば
(1)
・
(2)
は
認
知
的
な
能
力
、
(3)
は
情
意
や
態

度
等
の
非
認
知
的
な
能
力
と
言
え
そ
う
で
す
。

　

と
り
わ
け
(3)
の
文
言
か
ら
は
、
学
力
の
三
要

素
の
一
つ「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

を
一
歩
進
め
て
、
(1)
・
(2)
の
認
知
的
な
能
力
を

ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
働
か
せ
て
い
く
べ
き
か

を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
非
認
知
的

な
能
力
の
育
成
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
調
し
て

い
る
よ
う
に
、
私
に
は
思
え
ま
す
。

　

考
え
、
議
論
す
る
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」

の
登
場
な
ど
は
、
そ
の
一
つ
の
表
れ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

近
年
の
認
知
心
理
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
非

認
知
的
な
能
力
は
人
生
の
成
功
に
お
い
て
極
め

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
能
力
は
「
人

か
ら
学
び
、
獲
得
す
る
も
の
」②
だ
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
達
の
学
習
と
生
活
の
場
で
あ
る
学
校

は
、
学
び
合
う
こ
と
で
認
知
的
な
能
力
を
高
め

る
と
と
も
に
、
非
認
知
的
な
能
力
を
培
う
大
切

な
場
所
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

時
代
に
よ
っ
て
言
い
方
は
変
わ
っ
て
も
先
の

Ｅ
Ｑ
な
ど
非
認
知
的
な
能
力
を
培
い
伸
ば
す
こ

と
は
今
日
、
益
々
重
要
で
す
。
学
校
に
と
っ
て

は
教
育
課
程
編
成
上
の
横
断
的
な
課
題
と
な
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　

①�

ダ
ニ
エ
ル
・
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
、
講
談
社
、1996

　
　

②�

中
室
牧
子
『「
学
力
」
の
経
済
学
』、p.87

　
　
　
　

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ト
ェ
ン
テ
ィ
ワ
ン
、2015

随

想

５年外国語活動「What's this」( 東川町立東川小学校 )
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委
嘱
状
交
付
式
、

講
座
内
容
研
究
協
議
会

　

四
月
十
二
日
、
三
十
四
講
座
の
講
師
八
十
一

名
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
今
年
度
の
研
修
講

座
の
講
師
委
嘱
状
交
付
式
及
び
講
座
内
容
研
究

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
組
合
教
育
委
員
会

赤
岡
昌
弘
教
育
長
（
旭
川
市
教
育
委
員
会
教
育

長
）
か
ら
講
師
代
表
で
あ
る
旭
川
市
中
学
校
長

会　

伊
東
義
晃
会
長
（
旭
川
市
立
中
央
中
学
校

長
）
へ
講
師
委
嘱
状
を
交
付
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
講
座
内
容
研
究
協
議
会
で
は
、
教

職
員
等
の
資
質
・
能
力
の
総
合
的
な
向
上
を
目

指
し
て
、
各
講
座
の
講
師
と
運
営
者
が
意
見
を

出
し
合
い
、
講
座
の
内
容
や
日
程
等
に
つ
い
て

話
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

五
月
九
日
の
「
特
別
支
援
教
育
①
」
研
修
講

座
を
皮
切
り
に
、
今
年
度
の
研
修
講
座
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
活
動
は
、
望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し

て
人
間
形
成
を
図
る
教
育
活
動
な
の
で
、
学
級

経
営
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

を
改
め
て
再
確
認
し
ま
し
た
。
よ
り
よ
い
生
活

や
人
間
関
係
を
作
り
、
自
分
の
生
き
方
に
つ
い

て
考
え
る
活
動
を
工
夫
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
富
良
野
市
立
東
小
学
校　

須
郷　

さ
や
香
）

講
座
の
様
子
か
ら

　

講
話
の
中
で
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の

取
組
を
具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ
き
、
学
校
全

体
で
そ
ろ
え
て
組
織
的
に
活
動
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
研
究
授
業
・
実

践
交
流
の
中
で
様
々
な
取
組
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
御
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（旭

川
市
立
千
代
田
小
学
校　

髙
橋　
　

遼
）

３　読書活動　５/15

＝
講
　
師
＝

綿
木　

尚
弘
（
台
場
小　

教
頭
）

小
野
崎
貴
子
（
永
山
中　

主
幹
）

石
川　

桂
子
（
東
五
条
小
教
諭
）

佐
竹　

浩
明
（
光
陽
中　

教
諭
）

研

修

講

座

寸
描 
そ
の
１

＝
講
　
師
＝

千
葉　

昌
之
（
知
新
小　

教
頭
）

六
本
木
典
子
（
高
台
小　

教
諭
）

２　特別活動　５/10
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上川教育研修センター　第17次研究２年目スタート
　上川教育研修センター第17次研究２年目がスタートしました。１年目の成果と課題を踏まえ，
「深い学びを実現する学習指導の在り方」について研究を行います。皆様から多くの御意見を
いただきながら研究を進めてまいります。６月には研究員，９～11月には研究協力校４校によ
る授業実践を行います。各校に御案内させていただきますので，多くの皆様の御参観をよろし
くお願いいたします。



平成30年度「研究協力校の紹介」

比
布
町
立
比
布
中
学
校

（
研
究
主
題
）

「
習
得
し
た
知
識
・
技
能
を
活
用
し
て
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
を
高
め
る
生
徒
の
育
成
」

　

～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
対
話
的
な
学
び
に
よ
る

授
業
改
善
を
通
し
て
～

一
　
研
究
の
重
点

　

生
徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

情
報
活
用
能
力
な
ど
教
科
横
断
的
な
資
質
・
能
力
を
身

に
つ
け
る
。そ
の
た
め
に
教
師
の
活
用
能
力
を
高
め
る
。

ま
た
対
話
的
な
学
び
を
通
し
て
、
自
己
の
考
え
を
広
げ

深
め
る
。

二
　
研
究
の
内
容　

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業
の
展
開

②
対
話
的
な
学
び
を
取
り
入
れ
た
授
業

三
　
研
究
の
計
画

４
・
５
月　

研
究
内
容
・
計
画
の
共
通
理
解

　
　
　
　
　

�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
技
能
習
得
に
関
わ
る
ミ
ニ
研
修

（
１
月
ま
で
）

６
月
～　
　

�

一
人
一
回
の
研
究
授
業
（
１
月
ま
で
）

９
月　
　
　

�

指
導
案
検
討

10
・
11
月　

�

全
校
研

　
　
　
　
　

研
修
セ
ン
タ
ー
研
究
協
力
校
授
業
実
践

１
・
２
月　

全
校
研

　
　
　
　
　

�

研
究
の
ま
と
め　

次
年
度
に
向
け
て

旭
川
市
立
朝
日
小
学
校

（
研
究
主
題
）

子
供
が
主
人
公
の
学
習
を
創
造
す
る

　

～
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
す
る

授
業
改
善
～

一
　
研
究
の
重
点

　

児
童
が
『
深
い
学
び
』
に
至
る
た
め
に
、「
ど
の
よ
う
に
学
ん
で
い
く
子
に
し
た

い
か
」「
ど
ん
な
こ
と
を
理
解
さ
せ
た
い
か
」
と
い
う
『
目
的
意
識
』
を
教
師
が
明

確
に
も
ち
、そ
れ
を
し
っ
か
り
位
置
付
け
た
単
元
レ
ベ
ル
の
授
業
づ
く
り
を
進
め
る
。

二
　
研
究
の
内
容
　

〈
子
供
が
主
人
公
の
学
習
Ⅰ
：
子
供
が
、
目
的
意
識
を
も
ち
、
見
通
し
を
も
っ
て
、

主
体
的
に
む
か
う
学
習
〉

【
研
究
内
容
１　
『
見
通
し
』
を
も
た
せ
る
工
夫
】

①�

ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
る
学
習
課
題
・
問
題
の
提
示
の
工
夫

②�

プ
ロ
セ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
る
展
開
の
工
夫

〈
子
供
が
主
人
公
の
学
習
Ⅱ
：
子
供
が
、
追
究
心
を
も
っ
て
、
意
欲
的
に
と
り
く
む

学
習
〉

【
研
究
内
容
２　

学
び
を
つ
な
ぐ
教
師
の
は
た
ら
き
か
け
】

①
意
図
を
明
確
に
し
た
質
の
高
い
発
問

②
工
夫
を
凝
ら
し
た
活
動
や
学
習
空
間
の
設
定

〈
子
供
が
主
人
公
の
学
習
Ⅲ
：
子
供
が
、
学
ん
だ
成
果
を
実
感
し
、
次
の
学
び
に
つ

な
が
る
意
欲
が
も
て
る
学
習
〉

【
研
究
内
容
３　

丁
寧
で
確
か
な
振
り
返
り
の
設
定
】

①
学
習
内
容
が
確
認
で
き
る
振
り
返
り

②
学
習
内
容
の
関
係
付
け
・
一
般
化
が
で
き
る
振
り
返
り

③
自
己
変
容
が
自
覚
で
き
る
振
り
返
り

三
　
研
究
の
計
画

４
月　
　
　

研
究
内
容
・
研
究
計
画
の
共
通
理
解

９
月　
　
　

授
業
研
（
上
川
研
修
セ
ン
タ
ー
協
力
校
提
供
授
業
）・
研
究
協
議

11
月　
　
　

�

全
体
研
修
（
指
導
案
検
討
）・『
朝
日
の
教
育
』
実
践
発
表
会

２
月　
　
　

�

授
業
研
・
研
究
協
議
・
研
究
の
ま
と
め
、
次
年
度
の
研
究
の
方
向
性
に

つ
い
て

３
月　
　
　

次
年
度
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
の
提
案
・
検
討

５
～
１
月　

ブ
ロ
ッ
ク
研
修

旭
川
市
立
大
町
小
学
校

（
研
究
主
題
）

「
自
分
の
考
え
を
も
っ
て
互
い
に
高
め
合
う
子
の
育
成
」

　

～
国
語
科
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
に
お
け
る

学
び
合
い
を
通
し
て
～

一
　
研
究
の
重
点

　

適
切
な
言
語
活
動
を
設
定
し
、
他
者
と
の
関
わ
り
に

よ
っ
て
自
分
自
身
の
学
び
の
深
化
や
成
長
を
実
感
す
る

学
び
で
あ
る
「
学
び
合
い
」
を
通
し
て
、
読
み
を
広
げ

た
り
深
め
た
り
す
る
授
業
の
構
築

二
　
研
究
の
内
容　

① �

言
語
活
動
を
位
置
付
け
な
が
ら
、
系
統
立
っ
た
学

び
を
展
開
し
よ
う

② ��

学
び
合
い
の
あ
る
授
業
を
展
開
し
よ
う

③ ��

学
び
を
支
え
る
土
台
を
作
ろ
う

三
　
研
究
の
計
画

４
月　
　
　

�

研
究
内
容
の
共
通
理
解
、
日
常
の
実
践

開
始

５
月　
　
　

�

全
校
研
１
、
授
業
作
り
、
研
究
授
業
、

事
後
研
修

６
～
７
月　

�

全
校
研
２
、
授
業
作
り
、
研
究
授
業
、
事

後
研
修

７
～
９
月　

�

実
践
研
究
会
、
授
業
作
り

９
月　
　
　

�

研
修
の
ま
と
め

11
～
１
月　

�

特
別
支
援
研
究
授
業
、
特
別
支
援
学
習

会
、
実
技
研

２
月　
　
　

次
年
度
の
研
究
に
つ
い
て

上川教育研修センターだより
（４）
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旭
川
市
立
高
台
小
学
校

（
研
究
主
題
）

進
ん
で
学
び
、
考
え
、
深
め
合
う
子
供
の
育
成

　

～
算
数
科
を
窓
口
に
し
て
～

一
　
研
究
の
重
点

　

算
数
科
の
授
業
に
お
い
て
、
ね
ら
い
を
明
確
に
し
た

課
題
提
示
・
教
材
の
工
夫
や
思
考
す
る
た
め
の
手
立
て

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
課
題
解
決
に
取
り
組
む

意
欲
を
高
め
、互
い
に
伝
え
合
う
子
供
の
育
成
を
図
る
。

二
　
研
究
の
内
容　

①
課
題
解
決
に
進
ん
で
取
り
組
む
た
め
の
手
立
て

・�

見
通
し
の
も
た
せ
方
（
課
題
提
示
、
課
題
解
決
の

方
法
や
手
順
）

・�

問
題
意
識
が
持
続
す
る
授
業
展
開

②
考
え
を
も
ち
、
互
い
に
伝
え
合
う
た
め
の
手
立
て

・�

考
え
を
深
め
た
り
広
げ
た
り
す
る
対
話

・�

確
か
な
学
び
に
向
か
う
対
話

三
　
研
究
の
計
画

４
月　
　
　

研
究
計
画
・
研
究
体
制

５
～
７
月　

�

研
究
内
容
の
共
通
理
解
・
理
論
実
践
研
修

８
月　
　
　

�

実
技
研
修

９
・
10
月　

全
校
研　

指
導
案
検
討

10
月
下
旬　

研
修
セ
ン
タ
ー
研
究
協
力
校
授
業
実
践

11
月　
　
　

�

全
校
研　

事
後
研
究
協
議

12
月　
　
　

�

理
論
実
践
研
修

２
月　
　
　

今
年
度
の
研
究
の
ま
と
め
・
次
年
度
の
方
向
性

夏季休業を利用して研修を深めませんか？
夏季休業中及び夏季休業直後の研修講座申込みを随時受け付けております。

希望される場合は当研修センターへＦＡＸ（０１６６－２４－２５１２）でお申込みください。

開催期日 研修講座名 会　　　場 備　　　考

７月26日（木） 国語科指導① 研修センター ２回目　９月４日（火）

７月27日（金） 算数・数学科指導① 研修センター ２回目　８月30日（木）

７月27日（金） 生活科・総合的な学習の時間① 研修センター ２回目　９月４日（火）

７月30日（月） 幼小連携教育 研修センター

７月30日（月） いじめ・不登校 研修センター

７月31日（火） 道徳教育① 研修センター ２回目　８月28日（火）

８月１日（水） 生徒指導① 研修センター ２回目　９月５日（水）

８月１日（水） 理科指導① 研修センター ２回目　８月28日（火）

８月２日（木） 社会科指導① 研修センター ２回目　10月５日（金）

８月３日（金） 学校力向上対策 研修センター

８月３日（金） 外国語（英語）指導① 研修センター ２回目　９月３日（月）

８月６日（月） 学校事務実務 研修センター

８月６日（月） 学校で役立つタブレットＰＣ入門② 研修センター パソコン講座

８月８日（水） 教育講演会 大雪クリスタルホール 本紙６ページ参照

８月９日（木） 授業で役立つタブレットＰＣ活用② 研修センター パソコン講座

８月10日（金） 校務で役立つタブレットＰＣ活用① 研修センター パソコン講座

８月10日（金） ミニ道研Ａ 上川教育局 道研遠隔研修

～夏季休業終了直後に開催予定の研修講座～

８月22日（水） 技術・家庭科指導（実技） 東栄小 今年度は小学校の授業公開

８月23日（木） ＩＣＴ活用 旭川第２中 今年度は中学校の授業公開

８月28日（火） 理科指導② 西御料地小／神居中

８月28日（火） 道徳教育② 向陵小／北星中

８月29日（水） 保健安全指導 旭川中 今年度は中学校の授業公開

８月30日（木） 算数・数学科指導② 旭川小／東神楽中

８月31日（金） 体育科指導（実技） 忠和中 今年度は中学校の授業公開
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「出前講座」を御活用ください！
　教科指導をはじめ，生徒指導・特別支援教育・今日的な教育課題・パソコン実技・各種実技指導
など，各学校の校内研修や教育研究団体の様々なニーズに合わせて，選りすぐりの講師を派遣して
います。ぜひ，御活用ください。
　申込は，随時受付けております。「研修講座開催要項」p.31に掲載しております「出前講座申込書」
に必要事項を御記入の上，直接当センターへFAXで送付してください。

講座内容例

今日的な教育課題 学力向上，道徳教育，幼小連携，小中連携，ＩＣＴの活用など

教科等指導（国，算等） 指導計画，評価，言語活動等，校内研究にかかわる事項など

小学校外国語活動 様々なアクティビティ，ＡＬＴとの効果的な指導の在り方など

各種実技指導 合唱（音楽），毛筆（書写），器械運動（体育）など

生徒指導 教育相談，構成的グループエンカウンター，教育相談など

特別支援教育 各種発達障害の理解，個別の支援計画，交流および共同学習など

パソコン実技 表計算，画像処理，プレゼン，タブレットＰＣ使用方法など

上川教育研修センター

　　　　 講　師
　　明治大学文学部
　　教授　　諸富　祥彦　氏

＞と　き 　８月８日（水）１３：３０～１６：３０
　　　　　（開場：１３：３０，講演開始：１４：００）
＞ところ   旭川市大雪クリスタルホール 　大会議室
               （旭川市神楽３条７丁目）

　教育界には課題が山積しております。ぜひ「教育講演会」に御参加いただき，お一人お一人
が抱える課題の解決に努めていただければと考えております。多数の皆様の御参加をお待ちし
ております。なお，申込みは，当研修センターにＦＡＸ（０１６６－２４－２５１２）でお申
し込みください。

　　　　 演　題

「主体的で対話的な道徳授業づくり」

【講師紹介】                                         
　■１９６３年　福岡県生まれ。
　■１９８６年　筑波大学人間学類卒業。
　■１９９２年　�同大学院博士課程修了。英国イーストアングリア大学，米国トランスパーソナル心理学研究所客員研究員，

千葉大学教育学部講師，助教授（１１年）を経る。
　■現在　　　　明治大学文学部教授。教育学博士。
　

【主な著書】
　■「知の教科書　フランクル」（講談社選書メチエ）
　■「『問題解決学習』と心理学的『体験学習』による新しい道徳授業」（図書文化） 
　■「悩みぬく意味」（幻冬舎新書）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか多数



上川教育研修センターだより
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Web サイトを御利用ください！
http:/kami-cen.hs.plala.or.jp/
　今年度の講座一覧や要項・申込書，研究紀要等がダウ
ンロードでき，過去の研修講座の様子やセンターだより
を見ることもできます。また，センターで所蔵している
資料名を閲覧できるので，お探しの資料があれば貸出し
することもできます。さらに，施設の使用や宿泊につい
ても詳細を見ることができるので，ぜひ，御活用くださ
い。
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※
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
（
古
紙
70
％
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

旭
川
市
教
育
委
員
会

　
　

教
育
指
導
課
主
査

秋　

元　

秀　

夫

　

　

地
域
の
素
材
を
教
材
化
し
、
子
ど
も
た
ち

が
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
学
習
に
取
り
組
め

る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
社
会
科
の
授
業
を
見
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
地
域

に
伝
わ
る
伝
統
的
な
織
物
を
製
造
す
る
工
場

を
取
り
上
げ
た
小
学
校
三
年
生
の
生
産
の
仕

事
の
授
業
で
す
。

　

授
業
が
始
ま
る
と
先
生
は
、
前
時
ま
で
に

追
究
し
て
き
た
仕
事
の
工
程
な
ど
に
つ
い

て
、子
ど
も
た
ち
と
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。

見
学
し
た
こ
と
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
こ
と

を
思
い
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
織
物
を
完

成
さ
せ
る
た
め
に
様
々
な
工
夫
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

確
認
が
一
通
り
終
わ
っ
た
と
き
、先
生
は
、

こ
の
織
物
を
使
う
地
元
の
人
が
減
っ
て
き
て

お
り
、
織
物
を
作
る
工
場
も
減
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
新
た
な
事
実
を
伝
え
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
将
来
、
こ
の
織
物
が
無
く
な
る
の

は
し
か
た
が
な
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。」

と
問
い
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
発
問
に
対
し
、
始
め
は
「
無
く
し
た

く
な
い
。」
と
発
言
し
た
子
ど
も
が
い
ま
し

た
。「
無
く
し
た
く
な
い
と
言
う
だ
け
で
は
、

使
う
人
は
増
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。」
と

い
う
友
達
の
発
言
を
受
け
、
終
末
で
は
「
手

間
を
か
け
て
作
っ
て
い
る
こ
と
や
、
品
質
が

良
い
こ
と
な
ど
、
こ
の
織
物
の
こ
と
を
学
校

や
地
域
の
人
に
伝
え
て
み
た
い
。」
と
い
う

発
言
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

昨
年
三
月
に
告
示
さ
れ
た
小
学
校
学
習
指

導
要
領
に
は「
社
会
的
事
象
の
特
色
や
意
味
、

社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
多

角
的
に
考
え
た
こ
と
や
選
択
・
判
断
し
た
こ

と
を
論
理
的
に
説
明
し
た
り
、
立
場
や
根
拠

を
明
確
に
し
て
議
論
し
た
り
す
る
な
ど
言
語

活
動
に
関
わ
る
学
習
を
一
層
重
視
す
る
こ

と
」
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
授
業
の
よ
う
に
、

追
究
し
た
こ
と
を
手
が
か
り
に
人
々
の
仕
事

の
様
子
な
ど
を
捉
え
さ
せ
た
上
で
議
論
な
ど

を
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
ま
さ
に
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

子
ど
も
の
姿
で
示
し
た
授
業
で
あ
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
。

心
に
残
る
授
業
そ
の


　
　
　 

副
所
長
　
　
　
　
　
　 

福
家
　
　
尚

　

三
度
目
の
セ
ン
タ
ー
勤
務

で
す
。
管
内
の
教
育
振
興
の

た
め
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

研
究
事
業
部
長
（
愛
宕
小
）　
　
清
水
　
忠
明

　

管
内
の
各
学
校
、
先
生
方

に
活
用
い
た
だ
け
る
研
究
を

発
信
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　 

指
導
員
（
旭
川
小
）　
　
山
中
　
芳
子

　

研
修
講
座
や
出
前
講
座
が

管
内
の
皆
様
の
研
修
、
子
供

達
の
た
め
に
な
り
ま
す
よ

う
、努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　 

研
究
員
（
当
麻
小
）　
　
斎
藤
　
邦
彦

　

管
内
の
各
学
校
や
先
生
方

に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
研

究
を
目
指
し
、
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　 
研
究
員
（
永
山
南
小
）　
吉
野
　
和
気

　

上
川
管
内
の
各
学
校
や
先

生
方
に
御
活
用
い
た
だ
け
る

研
究
を
目
指
し
、
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

退
　
任  

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

・
前　
　

所　
　

長　

奥
　
山
　
ゆ
み
子

・
前
研
究
事
業
部
長　

石
ケ
森
　
孝
　
順

（
旭
川
市
立
西
御
料
地
小
）

・
前　

指　

導　

員　

増
　
子
　
淳
　
一

（
旭
川
市
立
東
町
小
）

・
前　

研　

究　

員　

川
　
村
　
貴
　
弘

（
旭
川
市
立
大
有
小
）

・
前　

研　

究　

員　

齊
　
藤
　
悦
　
代

（
旭
川
市
立
神
楽
中
）

・
前　

研　

究　

員　

馬
　
場
　
大
　
輔

（
旭
川
市
教
育
委
員
会
教
育
指
導
課
）

・
前　

事　

務　

係　

小
　
林
　
晴
　
美

人
事
短
信

　
平
成
三
十
年
度
就
任
・
退
任
研
修
セ
ン
タ
ー
所
員
を
紹
介
し
ま
す
。

新
　
任

発
行
日　
　

平
成
三
十
年
七
月
二
日

発　

行　
　

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

〒
〇
七
〇
―

〇
〇
三
六

　
　
　
　
　

旭
川
市
六
条
通
四
丁
目

　
　
　
　
　

電
話
（
〇
一
六
六
）
二
四
―

二
五
〇
一

責
任
者　
　

佐　

藤　
　
　

保

印
刷
所　
　

東
信
印
刷
株
式
会
社

事
務
係
　
　
　
上
光
さ
ゆ
り

　

所
長
を
は
じ
め
、
研
修
セ

ン
タ
ー
の
方
々
の
た
め
に
一

生
懸
命
、
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。


